
　　　　　　　　　　　　　時間　18：30～19：30

　　　　　　　　　　　　　会場　栗原中央病院 講義室

回 開催日 演　　　題 講　　　師

1 令和4年4月25日 (月)
「基調講演」
感染症の過去と現在、そして未来

川崎市健康安全研究所・所長
元　国立感染症研究所　感染症情報センター
センター長　岡部 信彦 先生

2 令和4年5月30日 (月) 感染症診療の原則
感染症コンサルタント
青木 眞 先生

3 令和4年6月20日 (月)
感染症診療のロジック－適切な感染症診療
の方法－

国立国際医療研究センター
国際感染症センター長
大曲 貴夫 先生

4 令和4年7月4日 (月) 救急外来部門における感染対策
慶應義塾大学医学部 救急医学 教授
佐々木 淳一 先生

5 令和4年9月16日 (金)
COVID-19の振り返りと今後の新たな
感染症への備え

大阪大学大学院医学系研究科
感染制御医学講座 教授
忽那 賢志 先生

6 令和4年12月19日 (月) 外科領域感染症の予防と治療
広島大学病院　感染症科　教授
大毛 宏喜 先生

7 令和5年1月19日 (木)
整形外科感染予防と治療の抗菌薬適正
使用

中野島整形外科 院長
OrthoSupport コンサルタント
山田 浩司　先生

8 令和5年3月6日 (月)
急性胆嚢炎・胆管炎のベストプラクティス
–ガイドラインの検証も含めて-

東邦大学医療センター大橋病院　外科教授
渡邉　学 先生

9 令和5年5月29日 (月)
尿路感染症-カテーテルの管理とESBL
産生菌への対応も含めて

札幌医科大学医学部感染制御・
臨床検査医学講座教授
高橋　聡 先生

10 令和5年7月3日 (月)
侵襲性真菌症～COIVD-19関連真菌症を
含め～

国立感染症研究所
真菌部長/ハンセン病研究センター長
宮崎 義継 先生

11 令和5年9月11日 (月) 小児感染症診療の原則
新潟大学医学部　小児科学教室　教授
齋藤 昭彦 先生

12 令和5年11月6日 (月)
非”専門家”のためのHIV感染症との
関わり方

国立病院機構　東埼玉病院　臨床研究部
臨床研究部長
塚田 訓久 先生

13 令和5年12月4日 (月)
血管内留置カテーテル関連感染（CRBSI）
の発生要因と予防策、PICCの管理も含め
て

聖マリアンナ大学医学部感染症学　教授
國島 広之 先生

14 令和6年1月18日 (木)
敗血症治療のエビデンスの整理と実践の
工夫

神戸大学大学院医学研究科外科系講座
災害・救急医学分野　教授
小谷 穣治 先生

15 令和6年2月20日 (火) バイオテロ・化学テロの動向と医療対応
防衛医科大学校　防疫医学研究センター
広域感染症疫学・制御研究部門　教授
加來 浩器 先生

16 令和6年3月4日 (月)
One Healthの時代の感染制御-感染制御
ソシアルネットワーク構築の重要性-

東北医科薬科大学
感染症学教室　特任教授
賀来 満夫 先生

Japanese All Stars of Infectious Diseases Together in Kurihara

栗原にいながら全国のエキスパートの講義を聞ける感染症勉強会
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